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論に一石を投じる。
◆友常勉先生『戦後部落解放運動史
―
永続革命の行方』
友常勉著
　
河出ブックス
　
二〇一二年四月
　
一三六五
円
戦後から現在まで、運動、行政、文化などの各領域の経験を思想的に検証しながら、 〝デモス〟
=
排除された民の宣言の可能性に迫る。
◆中井陽子先生『インターアクション能力を育てる日本語の会話教育』
中井陽子著
　
ひつじ書房
　
二〇一二年八
月
　
八八二〇円会話による友好関係構築に必要な「インターアクション能力」 。この能力を育成する為の具体策を提示。
◆中野敏男先生『詩歌と戦争
―
白秋と民衆、総力戦への
「道」 』
中野敏男著
　
ＮＨＫブックス
　
二〇一二年五
月
　
一二六〇円〝抒情〟から〝翼賛〟へと向かった心情の回路を明らかにし、戦前・戦時・戦後そして現在の一貫性をえぐり出す。
◆中山智香子先生『経済ジェノサイド
―
フリードマンと世
界経済の半世紀』
中山智香子著
　
平凡社新書
　
二〇一三年一月
　
八八二円
経済ジェノサイドの果てに、経済学（者）が果たすべき社会的責任と使命とは何か。
◆西谷修先生『 〈復帰〉
40年の沖縄と日本
―
自立の鉱脈を
掘る』
西谷修編
　
せりか書房
　
二〇一二年一二月
　
二一〇〇円
吉本南島論に呼応して「復帰論」に異を唱え、沖縄の自立の轍を刻んだ人びとの言説に立ち戻り、いま一度「沖縄と日本」の接合と分離を問い直す。
◆沼野恭子先生『女が嘘をつくとき』
リュドミラ・ウリツカヤ著
　
沼野恭子訳
　
新潮クレスト・ブックス
　
二〇一二年五
月
　
一八九〇円もう一人の自分の物語を生きる女たちの、面白く、哀しく、ときに微笑ましい人生。
◆博多かおる先生『音楽家の家
―
名曲が生まれた場所を訪ね
て』
ジェラール・ジュファン著
　
クリスティーヌ・バ
スタン＋ジャック・エヴラール写真
　
博多かおる訳
　
西
村書店
　
二〇一二年一二月
　
三七八〇円
作曲家たちの「家」を訪ね、彼らの生み出し
た名曲のルーツを探る。
◆柳原孝敦先生『チェ・ゲバラ革命日記』
エルネスト・チェ・
ゲバラ著
　
柳原孝敦訳
　
原書房
　
二〇一二年六月
　
一九九五円
ゲバラ没後四五年を期に発刊される、キューバ革命時代最後の未公開日記。その他、二〇一二年七月に『わたしの物語』 （セサル・アイラ著、松籟社）を翻訳者として出版。
◆李孝徳先生『ヴェールの政治学』
ジョーン・Ｗ・スコット著
　
李孝徳訳
　
みすず書房
　
二〇一二年一〇月
　
三六七五
円
ムスリムの少女達がかぶるスカーフから、共和制を揺るがす考察 始ま 。その他二〇一二年九月に『レイシズム・スタディーズ序説』
 （以文社）を共著者として出版。
◆和田忠彦先生『小説の森散策』
ウンベルト・エーコ著
　
和田忠彦
訳
　
岩波文庫
　
二〇一三年二月
　
八八二円
作家であり、記号論学者でもあるエーコが、小説の読み方について記号論の概念を用いて説明する。
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（いわさき・みのる
　東京外国語大学出版会編集長）
